
１．はじめに

奈良高専の図書館は学生諸君の利用を促すために、学

生会の図書委員会委員の学生によるブックハンティン

グ、読書感想文コンクール、読書週間のイベント、一人

当たりの年間図書貸出冊数の多いクラスを表彰する多

読表彰、図書館だよりの発行による啓蒙活動などの様々

な活動を行っている。利用者のニーズに合った図書館と

して活発に利用されるように常に目配りをしていく必

要がある。1986年に図書にバーコードが貼付され貸出

処理が電算化された。それ以後は書誌データが電子計算

機に入力され利用状況も正確に把握できるようになっ

た。1998年度にはコンピュータシステムが更新され、

蔵書管理や貸出管理システムとして機能の高いデータ

ベースを有するようになった。主な書誌データである書

名、分類記号、受入年月日や受入価額などの遡及入力が

最近まで行われてきたが、一部の不明部分を除いてほぼ

完成した。これにより、経年変化などを含む各種動向の

推移など調査分析できる範囲が拡大した。本稿では以前

からまとめられているデータを集約すると共に、新たに

図書館システムから引き出したデータを、いくつかの興

味ある動向が見て取れるように表示した。

２．図書館蔵書数の推移

表１に年度別蔵書数の推移を表示した。このデータの

1986年までは各年度の学校概要から収録したものであ

る。それ以後は図書館情報システムの現データから読み

出した。棒グラフの2段になっている部分は下段が閲覧

図書館における図書の利用状況について 197

図書館における図書の利用状況について

宮本　止戈雄

Analysis of the books use by the statistics data of the NNCT library

Shikao  MIYAMOTO

奈良高専の図書館において1998年度には図書館情報システムが更新され、蔵書管理や貸出管理システムと

して機能の高いデータベースを有するようになった。図書館情報システムから引き出した各種データをここ

に紹介する。ここで扱った内容は、受入年度別に見た図書数と利用状況、分類番号別にみた受入状況と貸出

数、学生の利用状況の３つの観点から示している。いくつかの注目すべき動向が見て取れるように表示した。

今後の図書館運営の参考になるであろう。

表１　図書館蔵書数の推移



室、上段が研究室に配架されている図書である。

蔵書数は5～６年に1万冊程度の割合で増加しつつあ

る。2001年度に図書館の改修工事があり床面積が増加

したが、床の耐荷重が少なく集密書架を設置できなかっ

たので、それまで狭すぎたのが解消できた程度であり、

今後の長期的な増加には対応できていない。図書の長期

的な収納対策を考えなければならない。

３．閲覧室図書を受入年度別にみた蔵書数と利用状況

表２では現在閲覧室に所蔵する受入年度毎の蔵書数

を示している。棒グラフは３段になっているが下段は

400部門、500部門と情報科学関係の007に所属する理工

系分野の蔵書数、中段は900部門に所属する文学系分野

の蔵書数、上段はそれ以外の分野の蔵書数を表してい

る。2002年度は、上田太平文庫が創設されたことを反

映して特別に増加している。

表３は、表２における理工系分野の受入年度ごとの蔵

書数を抜き出したものである。棒グラフは２段になって

いるが下段は過去７年間に一度でも貸出されたことの

ある図書で上段は貸出されたことの無い図書数を表し

ている。古い図書もある程度よく利用されていることが

分かる。図書の受入数は年度により異なっているが、最

近の５年間は毎年600冊以上受入されている。文学系の

図書について同じことを表したのが表４である。新しい

図書は利用率が高いが理工系図書の場合と異なり古く

なると利用が減っている。理工系と文学系以外の図書に

ついて同様に表したのが表５である。

表６は1998年から2004年に渡って各年度毎に理工系

図書に限って受入年度別に延貸出冊数をグラフに描いた

ものである。凹凸模様は毎年類似していて、年度ごとに

ニーズに合った選書がされたかどうかを見て取ることが
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表２　現在所蔵する図書の受入年度別分布

表３　理工系図書（400，500，007部門）の受入年度別にみた貸出（1998年度～2004年度）の有無別冊数

表４　文学系図書（900部門）の受入年度別にみた貸出（1998年度～2004年度）の有無別冊数



できる。2000年度以後はかなり多く貸し出されている。

特に2000年度の受入図書は各担当教科の推薦図書の受

入を重点目標にしたことが功を奏して貸出状況は従来に

なくよい。新しい本の導入は新陳代謝を促し、最近の図

書が多く貸し出されるようになった分だけ古い図書の貸

出が減少して全体の貸出数にはそれほど変化はない。

表７は７年間の延貸出冊数を受入年度別にグラフに

したものである。下段が理工系の図書、中段は文学系、

上段はそれ以外の分野の図書の延貸出数を表している。

理工系の図書は古くてもある程度利用されているが、そ

れ以外の図書は10年を過ぎると利用頻度は急激に減少

している。1996年から1998年にかけて受け入れた文学

系図書の貸出利用が多くなっている。これらは主として

ヤングアダルト向けに書かれた文庫本である。
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表５　理工系および文学系以外の図書の受入年度別にみた貸出（1998年度～2004年度）の有無別冊数

表６　理工系図書の受入年度別単年度ごとの延貸出冊数（1998年度～2004年度）

表７　受入年度別７年間の延貸出冊数（1998年度～2004年度）
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表８　分類別受入期間別閲覧室の所蔵数および年度ごとの延貸出冊数



４．分類番号別にみた受入状況と貸出数

表８は閲覧室の蔵書について２桁の分類番号ごとに各

種データを表記したものである。①１列目は分野、②２

～６列目は受入期間別の蔵書数、③７列目は合計蔵書数、

④８～14列目は1998年～2004年の各年度ごとの延貸出冊

数、⑤15列目は同期間の合計延貸出冊数、⑥16列目は同

期間に貸出された図書数、⑦17列目は蔵書数に対する７

年間の間に貸出された図書数の割合を％で表示している。

②と④を観察すると分野別に図書の受入状況と利用

状況が分かる。各科目ごとの図書の推薦状況や学生への

読書指導の効果はこれらのデータに反映される筈であ

る。⑤の数値を⑥の数値で除した貸出回転数の多い分野

や⑦の割合が高い分野の図書はよく利用されている分

野であり、充分な補充が必要である。

図書の利用は自学自習の指標にもなると考えられる

ので、学習状況の盛衰も現れていると予想される。図書

館の蔵書構成はバランスを重視しなければならない。バ

ランスの内容は図書館によって異なるが本校における

バランスとは各教科ごとの参考となる関連図書が均等

に揃っていることが先ず必要であろう。各科目の担当教

員は毎年絶えずその時点で最良の図書の補充を心がけ

ることが肝要である。そうしなければ、その分野の図書

が貧弱になるだけでなく、バランスを欠くこととなり、

図書館は光り輝かなくなってしまうこととなる。
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５．学生の利用状況

表９は専攻科生を含めた学生一人あたり

の貸出数の推移を表している。1997年度は

多読表彰制の導入効果により増加している。

その後の減少の原因は電子計算機室のパソ

コンの更新、学生課が図書館から現在の場所

へ移転したこと、2000年から2001年にかけ

て行われた図書館の改修工事等によるもの

と考えられる。改修後図書館は快適になり、

利用状況もよくなった。

表10は図書館の年間貸出数の推移を表して

いる。理工系図書の貸出利用は概して増加傾

向にある。表11は入学年度別に１学年から５

学年にいたる貸出利用状況を学年毎の累積和

で推移を示したグラフである。年を追って増

加傾向を示している。表12は図書の利用者を

貸出頻度別にその割合を示したグラフであ

る。利用の少ない学生が半数を占める状況で

あり、図書館利用の啓蒙の余地はまだ多い。

６．結び

長年に渡り営々と続いてきた本校図書館の

成長を観ることができます。図書館運営に携

わってこられた多くの教職員の方々のご努力

の賜であり、今後、益々の発展を祈念します。
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表９　学生一人当たりの年間貸出冊数の推移

表10 年度別延貸出冊数の推移

表11 入学年度別貸出冊数の学年累計和の推移　　　 表12 学年ごとの年間貸出頻度別割合（2004年度）


